
ガラケー流！ＦＸスワップ運用法の極意 
 

豪ドル/円を例にした資金管理＆損切と‟ガラケートレーダー オリンピ
ック（夏季）中長期投資手法“について 
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①資金管理 
 

何度かお話ししておりますが、資金管理は、非常に非
常に大切です。 

 

毎話お話ししても、し過ぎることではありません。 

 

スイング（2日以上～3カ月程度） ～中長期（3カ月以
上～ 数年程度）であれば、レバレッジを1倍で行えば
、外貨預金と一緒ですし、ＦＸの醍醐味であるレバレッ
ジを利用して、レバレッジ1～３倍で行うのも推奨しま
す。 

 

 

ガラケー流！ＦＸスワップ運用法の極意 



3 

ガラケー流！ＦＸスワップ運用法の極意 

豪ドル円を例に具体的に説明していきます。 

 

 

豪ドル円の値が現在88円だとすると、53円まで耐えれる
には、35円の下げに耐えれなければなりません。 
 
35円耐えるには、1000通貨では証拠金＋35000円、1万
通貨では証拠金＋35万円の余力があれば大丈夫です。 

 

買いポジションはスワップ目的なので、基本的に良い意
味で戦略的塩漬けであります。 
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豪ドル円 中長期投資実践例 

 

豪ドル円中長期投資（3カ月以上～ 数年程度）の一つの
例として、豪ドル円が88円の時、証拠金385000円で1万通
貨を買ったとします。 

豪ドル円91.5円まで上がった時に、ストップロスを88円に
おいて1枚買い増しし、ピラミッティングを行います。 

その後93.25円まで上がった時に、ストップロスを91.5円に
おいてさらにもう1枚買い増しし、さらにピラミッティングを
行います。 

上記イグジットポイントとしまして、月足高値100～105円
にある月足抵抗線付近の100円、102円、103円辺りで1ポ
ジションずつ部分決済をすることをお奨めします。 
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②損切りの設定 
 

プロスペクト理論からもわかる通り、人間の心理として、 
損大利小を取ることから、損切り設定は徹底すること。 
 
トレーダーとして儲けるには、儲けつつ、儲けを伸ばしつ 
つも、負けないこと、あるいは負けを最小限にすることが 
重要でありますが、中長期トレード（3カ月以上～ 数年程
度）の場合、スキャルピングやデイトレと違いマーケットに
資産を常にさらすので、レバレッジは低く抑えるのが大前
提で、ストップロスはスキャル・デイトレ、スイングのような、
浅いストップロスは置きません。 
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私のような“ミセスワタナベ・キモノトレーダー”で、クロス
円の高金利通貨で中長期取引をするトレーダーは、常に
資金を市場にさらしてトレードするため、スキャル・デイト
レの方々が使う、いわゆる普通の損切りテクニックとは違
いがありますので、ご紹介していきます。 

 

上記のように、低レバレッジのレバレッジ1～3倍程度で資
金管理を徹底していれば、そもそもロスカットにほぼほぼ
遭わないのを大前提としてストラテジを組んで運用してお
ります。 
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しかしながら、万が一のためのストップロスの置き方とし
て、通貨ペアと所持枚数にもよりますが、同通貨ペアを複
数枚持っている場合は、証拠金130%～150％以下で1枚
損切り、そこから50銭～1円間隔で1枚ずつ損切りを置くこ
とを推奨します。 

 

メンタルケアの対処方法として、しっかりとした資金管理、
ストラテジさえあれば、多少大きなインパクトで数円落ち
ても、十分耐えられますので、それを体感して慣れてくれ
ば落ち着いていられます。 

 

 

  



11 

ガラケー流！ＦＸスワップ運用法の極意 

 

◇“ガラケートレーダー オリンピック（夏
季）中長期投資手法” 
 

 

・オリンピック開催都市（国）の通貨はオリンピック（夏季）
開催時期辺りで安値を付けるアノマリーを利用した手法を
次ページ以降でご説明いたします。 
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・2000年以降で、オリンピック開催都市（国）であります、シ
ドニー（オーストラリア）、アテネ（ギリシア）、北京（中国）、
ロンドン（イギリス）、リオデジャネイロ（ブラジル）を例にし
て過去のチャートを確認しますと、シドニー（オーストラリア
）、ロンドン（イギリス）、リオデジャネイロ（ブラジル）におき
ましては、開催時期近辺でその国の通貨の過去最安値付
近の値を付けていることが確認できます。 

 

（※中国の元は変動相場制でなく、人民元通貨制度である
ことと、ギリシアの通貨は自国通貨でなくユーロのため例
外とする） 
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・前頁で説明しました、オリンピックアノマリーにより、次期
オリンピック開催都市（国）であります東京（日本）の通貨
である円は、円安方向にバイアスが振れることと、円の政
策金が0.00%～0.10%であることから、高金利通貨でありま
す豪ドルやNZドルと、基軸通貨でありながら最近金利が高
いドル円とミックスさせて、オリンピック開催時期であります
2020年夏近辺まで長期保有する手法であります。 




